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政
策
公
約
の
推
進
状
況
を
報
告
し
ま
す
　

第
　
回
１５９

　
　
月
号
に
引
き
続
き
、　

項
目
の
政
策

１１

５０

公
約（
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
）の
推
進
状
況
を
、

中
間
報
告
と
し
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

 

※（
　
）内
は
　
年
度
の
決
算
額

１９

 

※［
　
］内
は
　
年
度
の
予
算
額

２０


Ｊ
Ｒ
尾
張
一
宮
駅
前
ビ
ル
の
再
開
発

　
公
共
公
益
施
設
を
盛
り
込
ん
だ
市
の
建

て
替
え
案
に
つ
い
て
、　

年
度
に
Ｊ
Ｒ
東

１９

海
と
基
本
合
意
を
締
結
し
ま
し
た
。　

・
２０

　
年
度
に
基
本
設
計
・
実
施
設
計
を
行
い

２１ま
す［
３
９
０
０
万
円
］。


Ｊ
Ｒ
木
曽
川
駅
周
辺
整
備

　
　
年
度
に
東
西
駅
前
広
場
の
一
部
、
東

１９
西
を
結
ぶ
自
由
通
路
、
橋
上
駅
舎
、
東
口

駐
輪
場
を
整
備
し
ま
し
た
（
　
億
３
７
６

１０

５
万
円
）。　
年
度
に
西
口
駅
前
広
場
と
西

２０

口
駐
輪
場
を
完
成
さ
せ
ま
す
［
８
億
４
１

４
６
万
９
千
円
］。


　－

バ
ス
の
運
行
拡
大
・

生
活
交
通
バ
ス
の
運
行

　
　
年
度
に
　－

バ
ス
を
４
コ
ー
ス
と
し

１９
ま
し
た
。
一
宮
コ
ー
ス
を
若
干
の
ル
ー
ト

変
更
、
尾
西
地
域
公
共
施
設
巡
回
バ
ス
を

廃
止
し
て
尾
西
北
コ
ー
ス
と
尾
西
南
コ
ー

ス
を
新
設
、
ま
た
木
曽
川
・
北
方
コ
ー
ス

を
新
設
し
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
　
年
度
は
、大
和
・
萩
原
と
千
秋

１９

で
生
活
交
通
バ
ス
を
新
設
し
ま
し
た
（
９

１
６
０
万
６
千
円
）。今
後
も
引
き
続
き
運

行
し
ま
す［
８
４
５
６
万
９
千
円
］。


木
曽
川
河
川
敷
公
園
の
整
備

　
木
曽
川
河
川
敷
の
う
ち
、
尾
西
地
区
の

６
・
４

を
木
曽
川
尾
西
緑
地
と
し
ま
し

た
。
木
曽
川
の
豊
か
な
自
然
環
境
を
い
か

し
、
自
然
と
身
近
に
ふ
れ
あ
え
る
河
川
敷

公
園
を
整
備
し
ま
す
。　

年
度
は
、
ト
イ

１９

レ
・
駐
車
場
な
ど
を
整
備
し
ま
し
た
。
今

後
も
引
き
続
き
整
備
を
進
め
ま
す
。


新
一
宮
尾
西
線
／
名
鉄
尾
西
線
の
高
架

化
／
名
高
速
　
号
の
北
進
／
新
濃
尾
大
橋

１６

　
一
宮
駅
か
ら
尾
西
方
面
を
結
ぶ
幹
線
道

路
で
あ
る
新
一
宮
尾
西
線
の
整
備
を
進
め

ま
す
。　

年
度
に
三
条
の
５
２
０

で
用

１９

地
測
量
な
ど
を
行
い
ま
し
た
（
２
４
２
０

万
円
）。　
年
度
か
ら
用
地
取
得
な
ど
を
開

２０

始
し
ま
し
た［
３
億
４
０
０
０
万
円
］。

　
苅
安
賀
で
の
西
尾
張
中
央
道
の
渋
滞
を

解
消
す
る
た
め
、
名
鉄
尾
西
線
の
高
架
事

業
の
早
期
着
手
を
県
な
ど
に
要
望
し
て
い

ま
す
。　

年
度
に
県
が
名
鉄
な
ど
と
協
議

１９

し
ま
し
た
。
今
後
も
要
望
を
続
け
ま
す
。

　
名
古
屋
高
速
　
号
一
宮
線
を
北
に
延
ば

１６

す
た
め
、
国
が
整
備
手
法
・
環
境
影
響
評

価
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。
整
備
区
間
指

定
へ
移
行
し
、
早
期
に
事
業
化
さ
れ
る
よ

う
、
今
後
も
要
望
を
続
け
ま
す
。

　
濃
尾
大
橋
の
渋
滞
の
解
消
と
、
岐
阜
県

西
南
濃
地
域
と
の
交
流
促
進
の
た
め
、
新

濃
尾
大
橋
の
建
設
を
県
に
要
望
し
て
い
ま

す
。　

年
度
、
県
道
尾
西
津
島
線
よ
り
西

１９

に
、
橋
を
取
り
付
け
る
た
め
の
道
路
工
事

を
県
が
一
部
着
手
し
ま
し
た
。
今
後
も
道

路
の
早
期
完
成
と
架
橋
の
早
期
着
手
の
要

望
を
続
け
ま
す
。


市
役
所
一
宮
庁
舎
の
建
て
替
え
を
検
討

　
　
年
度
に
基
本
構
想
策
定
委
員
会
を
設

１９
置
し
、
基
本
構
想
を
策
定
し
ま
し
た
。　
２０

年
度
に
建
設
検
討
委
員
会
を
設
置
し
、
　
・
２０

　
年
度
に
基
本
計
画
・
基
本
設
計
を
策
定

２１し
ま
す［
３
６
７
８
万
４
千
円
］
。


学
校
教
育
の
充
実

　
保
護
者
や
地
域
の
皆
様
の
意
見
を
的
確

に
反
映
し
、
地
域
に
開
か
れ
た
信
頼
さ
れ

る
学
校
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

　
　
年
度
に
学
校
運
営
協
議
会
（
コ
ミ
ュ

１９
ニ
テ
ィ
ー
ス
ク
ー
ル
）
の
設
置
準
備
を
行

い
ま
し
た
（
１
１
６
万
８
千
円
）。
　

年
度

２０

に
丹
陽
中
学
校
で
活
動
を
開
始
す
る
と
と

も
に
、
小
学
校
６
校
・
中
学
校
５
校
で
設

置
準
備
を
進
め
ま
す
［
１
９
５
万
２
千
円
］
。

　
英
会
話
指
導
員
を
　
人
派
遣
し
、
全
小

１３

学
３
～
６
年
生
を
対
象
に
英
語
活
動
科
を

実
施
し
て
い
ま
す
（
４
５
２
２
万
５
千
円
）
。

　
年
度
も
同
数
を
派
遣
し
て
い
ま
す
［
４

２０９
０
８
万
円
］。

　
　
年
度
に
全
市
立
小
中
学
校
に
図
書
館

１９
司
書
を
派
遣
し
ま
し
た
（
２
６
２
５
万
円
）。

　
年
度
も
継
続
し
て
い
ま
す
［
２
６
２
５

２０万
円
］
。

　
特
別
支
援
協
力
員
を
派
遣
し
、
軽
度
発

達
障
害
の
あ
る
児
童
生
徒
の
補
助
を
行
っ

て
い
ま
す（
４
５
９
２
万
８
千
円
）
。　

年
２０

度
に
協
力
員
を
増
員
し
、　

人
と
し
ま
し

４２

た
［
５
８
７
１
万
６
千
円
］。
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
総
合
体
育
館
の
建
設

　
尾
張
西
部
の
中
核
都
市
と
し
て
ふ
さ
わ

し
い
規
模
と
機
能
を
も
つ
総
合
体
育
館
を

光
明
寺
公
園
に
建
設
し
ま
す
。　

年
度
に

１９

基
本
計
画
に
沿
っ
て
実
施
設
計
を
行
い
ま

し
た（
１
億
３
６
１
１
万
２
千
円
）。　

年
２３

度
の
利
用
開
始
を
目
指
し
、　

年
度
に
着

２０

工
し
ま
す［
８
億
９
５
２
９
万
７
千
円
］。

（
仮
称
）木
曽
川
文
化
会
館
の
建
設

　
市
民
の
皆
様
が
薫
り
高
い
芸
術
に
触
れ
、

文
化
創
造
に
か
か
わ
る
施
設
と
し
て
、
音

楽
ホ
ー
ル
を
建
設
し
ま
す
。　

年
度
に
基

１９

本
設
計
を
行
い
ま
し
た（
１
５
３
９
万
円
）。

用
地
取
得
後
、
測
量
・
実
施
設
計
な
ど
を

行
い
ま
す
。


市
立
公
民
館
の
建
て
替
え

　
　
年
度
に
今
伊
勢
公
民
館
が
完
成
し
ま

１９
し
た（
５
２
７
５
万
８
千
円
）。　

年
度
に

２０

北
方
公
民
館
の
設
計
を
行
い
、
以
降
も
順

次
建
て
替
え
ま
す［
９
６
８
万
円
］。


小
中
学
校
校
舎
の
耐
震
化

　
地
震
防
災
緊
急
整
備
事
業
五
箇
年
計
画

に
基
づ
き
、
公
立
小
中
学
校
の
校
舎
・
屋

内
運
動
場
の
耐
震
補
強
を
計
画
的
に
進
め

ま
す
。　

年
度
に
校
舎
の
耐
震
補
強
を
　

１９

２８

棟
、
屋
内
運
動
場
の
改
築
を
１
棟
行
い
ま

し
た（
　
億
３
２
７
０
万
５
千
円
）。
　
年

１０

２２

度
ま
で
に
す
べ
て
の
耐
震
補
強
・
改
築
を

完
了
し
ま
す［
　
億
８
２
２
８
万
円
］。

１２


小
中
学
校
教
室
に
扇
風
機
を
設
置

　
　
年
度
に
小
学
校
　
校
・
中
学
校
　
校

１９

２１

１０

に
設
置
し
ま
し
た
（
１
億
１
１
９
８
万
５

千
円
）。　
年
度
で
全
市
立
小
中
学
校
に
設

２０

置
を
完
了
し
ま
し
た［
１
億
９
０
０
万
円
］。


住
民
参
加
に
よ
る

第
６
次
総
合
計
画
の
策
定

　
　
年
度
か
ら
　
年
間
の
行
財
政
運
営
の

２０

１０

指
針
で
あ
る
第
６
次
総
合
計
画
を
策
定
し

ま
し
た
。
成
果
測
定
の
た
め
に
市
民
の
目

線
で
指
標
を
設
定
し
て
、
５
年
後
・
　
年
１０

後
の
目
標
値
を
明
ら
か
に
し
て
い
ま
す
。

　
年
度
に
総
合
計
画
審
議
会
な
ど
の
諮
問

１９機
関
や
市
民
意
見
提
出
制
度
で
皆
様
の
意

見
を
う
か
が
い
な
が
ら
、
計
画
書
を
作
成

し
ま
し
た（
６
６
０
万
４
千
円
）。


自
治
基
本
条
例
の
制
定

　
ま
ち
づ
く
り
の
基
本
的
な
理
念
・
原
則

・
役
割
分
担
・
仕
組
み
な
ど
を
明
文
化
し

ま
す
。　
年
度
に「
自
治
基
本
条
例（
仮
称
）

１９

を
考
え
る
会
」を
設
置
し
ま
し
た
。　
年
度

２２

の
制
定
に
向
け
、準
備
を
進
め
ま
す［
３
９

７
万
４
千
円
］。


新
し
い
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
づ
く
り

　
地
域
の
特
色
を
生
か
し
た
元
気
な
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
ー
活
動
が
で
き
る
よ
う
、
新
し

い
地
域
自
治
の
仕
組
み
づ
く
り
に
取
り
組

み
ま
す
。　

年
度
に
西
成
連
区
を
モ
デ
ル

１９

地
域
に
選
定
し
ま
し
た
。　

年
４
月
に
西

２０

成
連
区
地
域
づ
く
り
協
議
会
が
発
足
し
ま

し
た［
６
２
７
万
７
千
円
］。


市
民
税
の
１
％
を
市
民
活
動
の
財
源
に

　
　
年
度
に
検
討
会
を
設
置
し
、「
市
民
が

１９
選
ぶ
市
民
活
動
支
援
制
度
」
の
準
備
を
進

め
て
き
ま
し
た
。　

年
度
に
条
例
を
制
定

２０

し
、　

年
度
か
ら
支
援
金
を
交
付
し
ま
す

２１

［
６
５
１
万
１
千
円
］。


行
政
評
価
の
推
進

　
第
６
次
総
合
計
画
に
盛
り
込
ま
れ
た
施

策
を
対
象
に
、
総
合
的
な
評
価
が
で
き
る

仕
組
み
を
導
入
し
ま
す
。　

年
度
に
事
務

１９

事
業
評
価
を
実
施
し
、
　
年
度
に
新
し
い

２０

行
政
評
価
シ
ス
テ
ム
を
試
行
し
ま
す
［
１

９
１
万
１
千
円
］。


電
子
入
札
の
導
入

　
　
年
度
に
、
公
共
工
事
は
業
者
登
録
の

１９
電
子
申
請
と
電
子
入
札
の
試
行
運
用
を
開

始
し
、
ま
た
一
般
競
争
入
札
の
対
象
金
額

を
下
げ
、
入
札
を
拡
大
し
ま
し
た
。
物
品

購
入
は
入
札
参
加
資
格
の
電
子
申
請
を
開

始
し
ま
し
た（
８
９
４
万
４
千
円
）
。
　
年
２０

度
に
、
公
共
工
事
は
電
子
入
札
を
本
格
運

用
し
、
物
品
購
入
は
電
子
入
札
を
導
入
し

ま
す［
１
１
７
１
万
９
千
円
］。


職
員
適
正
化
計
画
の
実
行

　
柔
軟
で
創
造
的
な
組
織
体
制
・
人
員
配

置
と
な
る
よ
う
、
一
層
の
定
員
管
理
の
適

正
化
に
努
め
ま
す
。
４
月
１
日
現
在
の
地

方
公
営
企
業
等
職
員
を
除
い
た
職
員
数
は

２
２
８
７
人
で
、　

年
４
月
と
比
べ
て
２

１６

４
０
人
の
減
と
な
り
ま
し
た
。
　

年
４
月

２２

に
は
、
２
２
６
３
人
と
す
る
予
定
で
す
。


中
核
市
指
定
の
検
討

　
合
併
後
５
年
と
な
る
　
年
４
月
の
中
核

２２

市
移
行
に
向
け
、　

年
度
に
専
任
の
担
当

１９

者
と
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
設
置
し
、

事
務
経
費
・
人
件
費
な
ど
の
調
査
・
検
討

を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
今
後
の
交

付
税
制
度
・
地
方
分
権
改
革
の
動
向
を
見

極
め
る
必
要
が
あ
る
と
判
断
し
、
移
行
時

期
を
延
期
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。
新
た

な
移
行
時
期
に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き
慎

重
に
検
討
し
ま
す
。


出
張
所
機
能
の
見
直
し

　
出
張
所
事
務
の
多
く
が
電
算
化
さ
れ
、

情
報
通
信
技
術
が
進
歩
す
る
中
、
そ
の
窓

口
の
あ
り
方
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
ま
す
。

検
討
結
果
を
基
に
、
　

年
７
月
に
プ
ロ
ジ

２０

ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
設
置
し
ま
し
た
。


予
算
編
成
方
法
の
見
直
し

　
　
年
度
一
般
会
計
当
初
予
算
の
編
成
に

２０
あ
た
り
、
一
部
を
各
部
に
枠
と
し
て
配
分

し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
責
任
で
部
内
の
各
課
に

再
配
分
す
る
方
式
を
導
入
し
ま
し
た
。
行

政
運
営
能
力
の
発
揮
や
自
主
的
な
歳
入
確

保
の
努
力
を
促
し
、
効
率
化
を
図
り
ま
す
。


行
政
改
革
大
綱
の
推
進

　
市
民
の
目
線
に
立
ち
、
行
政
の
ス
リ
ム

化
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
質
の
向
上
を
目
指

し
、　

年
度
に
策
定
し
た
行
政
改
革
大
綱

１７

に
基
づ
き
、歳
入
・
歳
出
を
見
直
し
ま
し
た
。

　
～
　
年
度
の
効
果
額
は
１
４
０
億
円
が

１７

２１

見
込
ま
れ
ま
す
。
今
後
も
集
中
改
革
プ
ラ

ン
を
見
直
し
、
行
政
改
革
を
進
め
ま
す
。


事
業
所
税
の
導
入

　
都
市
環
境
の
整
備
・
改
善
を
す
る
目
的

税
と
し
て
、　

年
度
に
事
業
所
税
を
導
入

２２

し
ま
す
。

　
政
策
公
約
は
、
ほ
ぼ
計
画
ど
お
り
に
進

行
し
て
い
ま
す
。
引
き
続
き
市
民
の
皆
様

と
力
を
合
わ
せ
、
も
っ
と
元
気
な
一
宮
市

を
目
指
し
て
全
力
投
球
し
て
い
き
ま
す
。





